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人
権
相
談
所
を
開
設

　
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
㈹
　
午
前
十

時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
　
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
長
岡
支
局
職
員

相
談
内
容
　
○
老
人
や
婦
女
子
が
虐

待
さ
れ
て
い
る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で

生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
。
お

ど
し
や
暴
力
で
義
務
の
な
い
事
を
強

い
ら
れ
た
り
、
家
主
や
地
主
か
ら
一

方
的
に
お
い
た
て
ら
れ
て
い
る
等
の

人
権
問
題
　
○
借
地
、
借
家
、
登
記
、

戸
籍
、
供
託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関

係
の
問
題
　
○
交
通
事
故
に
よ
る
損

害
賠
償
、
離
婚
、
土
地
、
建
物
等
に

関
す
る
紛
争
が
起
き
た
が
、
資
力
に

乏
し
い
た
め
、
訴
訟
で
解
決
を
は
か

れ
な
い
と
き
等
の
問
題

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
一
日
㈱
　
午
後
十
二
時

三
十
分
～
四
時
ま
で
　
小
泉
、
山
谷
、

稲
葉
の
一
部
、
北
鐙
坂
、
南
鐙
坂
、

樽
沢
　
▼
十
一
月
二
日
囲
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
中
在
家
、
市

之
沢
、
大
石
　
▼
十
一
月
七
日
困

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
仙
之

山
、
塩
野
、
願
入
、
平
、
漉
野
、
二

子
　
▼
十
一
月
十
五
日
困
　
午
前
八

時
～
正
午
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、

大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、

土
市
、
中
村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、

ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、

船
坂
、
塩
之
又
、
野
中
、
天
池
、
細

尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
十
一
月
十

五
目
　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
ま

で
　
馬
場
、
水
沢
、
珠
川

　12月期の福祉年金の支払いが、各郵便局ではじ

まります。

　その前に福祉年金証書を、つぎの日程でお渡し

しますので、印鑑及び保管証を持参のうえ忘れず

に指定場所でお受け取りください。（受け取りにっ

いては、代理人でも結構です）

　例年午前中は混み合いますが、午後からは比較

的すいています。

日
　
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

11

月
12
日
㈲

午
前
9
時

　
～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
課

　
　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局

新
　
水
　
農
　
協

新
水
簡
易
郵
便
局

六
箇
出
張
所

六
箇
郵
便
局

川
　
治
　
農
　
協

川
治
簡
易
郵
便
局

n
月
1
3
目
図

午
前
9
時

　
～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
課

　
　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
出
張
所

下
条
郵
便
局

水
沢
出
張
所

越
後
水
沢
郵
便
局

土
市
郵
便
局

吉
田
出
張
所

魚
沼
吉
田
郵
便
局

◎◎

敬
離
撚
繍
噸
源
㎞
朋
酩
闘
）

事
業
名
　
期
　
日
　
受
付
時
間
　
会
　
場
　
名
　
対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
考

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

U
月
9
日

，
（
金
）

午
後
1
時
　
勤
労
　
　
　
　
5
3
年
5
月

～
2
時
　
青
少
年
ホ
ー
ム
生
れ
の
人

域全

い七、だく
1
“
㌦いおはたかの月当亥活｛て

／
＼
なが知通人個

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
7
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

n
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

～
4
時

中
条
公
民
館

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

11

月
1
9
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

11
月
2
0
日

　
（
火
）

ド
条
公
民
館

ド
条
地
区

n
月
2
0
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

H
月
”
昭
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

54

年
3
月

～
5
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

一
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
…

…
（
文
化
冒
）
　
奮
2
の
2
1
7
4
番
一

一
4
目
富
田
医
院
（
神
明
町
）
一

…
　
　
　
　
密
2
の
3
2
6
9
番
…

…
11
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

｝
　
　
　
　
B
7
の
3
0
1
8
番
…

…
1
8
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
B
2
の
2
9
5
7
番
㎜

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
ド
条
中
央
通
）
…

一
（
勤
憲
謝
の
日
）
蕊
5
の
2
0
0
3
番
皿

一
2
5
日
　
十
目
町
病
院
（
高
田
町
3
南
二

…
　
　
サ
の
5
5
6
6
番
｝

と　き　11月5日（月K午前10時～午後3時》

ところ　関芳織物㈱関芳会館

と　き　11月6日㈹《午前10時～午後3時》

ところ　滝文工業㈱若草寮

■血液生化学検査の結果について
　4月～8月の献血分までが保健課に届
いています．希望者は献血手帳を持参し
て保健課までおいでください。

明日といわず今献血しましょう

　
　
　
今
潟
の
納
税
…
…
霜
厩
税
擁
国
観
健
康
保
験
料

　
　
　
　
　
　
　
　
第
畷
期
…
…
納
期
隙
は
牽
潟
輩
斎
鱒
臼

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結離

　
　
赫
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相
続
放
棄
の
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
遺
産
相
続
に
関
係
す
る
市
民
相
談

が
年
間
三
十
～
四
十
件
も
あ
り
ま
す
．

都
合
で
相
談
に
こ
ら
れ
な
い
か
た
や

相
続
に
関
心
の
あ
る
か
た
の
た
め
に

相
続
放
棄
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
現
在
の
相
続
制
度
で
は
、
た
と
え

ば
、
不
幸
に
し
て
夫
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
夫
の
財
産
や
権
利
、
義
務
の

一
切
が
原
則
と
し
て
無
制
限
に
妻
や

子
供
の
遺
族
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
相
続
す
る
権
利
、

義
務
の
中
で
財
産
が
少
な
く
借
金
の

ほ
う
が
多
く
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
続
人
で
あ
る
妻
や
子
供
は
、
収
入

の
メ
ド
も
な
く
、
さ
ら
に
借
金
ま
で

相
続
す
る
と
い
っ
た
困
っ
た
立
場
に

追
い
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
に
「
相
続
放
棄
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
手
続
き
は
、

夫
の
死
亡
後
三
ヵ
月
以
内
に
住
居
地

の
家
庭
裁
判
所
に
「
遺
産
相
続
は
し

ま
せ
ん
」
と
い
う
旨
の
相
続
放
棄
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手

続
き
は
簡
単
で
、
手
続
き
が
完
了
す

る
と
そ
の
遺
族
は
、
死
ん
だ
夫
の
財

産
や
借
金
と
無
関
係
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
放
棄
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合

だ
け
で
な
く
、
農
業
や
個
人
営
業
の

細
分
化
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
目
的

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
蚤
U
6
サ
星
翠
蜜
璽
』
ワ
霊
【
『
自
り
垂
り
ー
』
…
り
警
9
署
2
り
9
Z
り

診
長
と
語
る
β
＋
二
月
・
日
・
土
・

　
　
　
　
H
次
回
が
最
終
回
で
す
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
　
午
後
四
時
～
八
時

青色申告決算説明会日程‘
※該当者はお忘れなく出席してください。

開催日 青申会
（地区）

会　　場
月日 曜 時刻

12／3 月 10；00 左官組合 税　　務　　署
〃 〃 13：30 出　　機 農協福祉会館
〃 〃 〃 理　’容 税　　務　　署

4 火 10100 東 大井田分館
〃 〃 13：30 撚　　糸 撚糸組備
〃 〃 〃 飲食業 商工会議所
5 水 10：00 南 川治公民館
〃 〃 13：30 吉　　田 吉田出張所
躍 が 〃 下　　条 下条公民館
6 木 10100 中　　条 中条公民館
〃 〃 13：30 中　　央 商工会議所
7 金 ガ 協　　和 農協橿祉会館
〃 彪 14：30 織　　物 織物組　。
10 月 粟3：30 水、　沢 水沢出張所
12 水 10：00 十日町市

会員外
商工会議所

〃 〃 13：30

農
家
の
．
長
男
が
家
の
跡
を
継
ぐ
と
い

う
と
き
、
長
男
以
外
の
相
続
人
か
ら

「
相
続
放
棄
」
の
手
続
き
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
し

て
お
く
と
、
後
で
遺
産
相
続
を
め
ぐ

る
も
め
ご
と
も
な
く
、
遺
産
相
続
登

記
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
上
が
相
続
放
棄
の
概
要
で

す
が
、
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
相

談
係
か
新
潟
家
庭
裁
判
所
十
目
町
出

張
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
建
物
競
売

　
　
　
　
入
札
公
告

　
つ
ぎ
の
と
お
り
八
幡
田
市
営
住
宅

建
物
を
公
売
し
ま
す
。

◆
競
売
物
件
の
所
在
地
　
十
日
町
市

寅
甲
四
百
八
十
九
番
地
五

◆
競
売
物
件
　
八
幡
田
市
営
住
宅
十

八
棟
外
共
同
浴
場
一
棟

木
造
瓦
葺
平
家
建
一
棟
二
十
九
・
七

五
平
方
材

共
同
浴
場
一
棟
六
・
六
平
方
材

総
面
積
五
百
四
十
一
平
方
材

◆
物
件
下
見
案
内
　
十
二
月
一
目

午
前
九
時
（
各
自
現
地
集
合
）

◆
入
札
日
時
　
同
日
午
前
十
時

◆
入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

◆
入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百

分
の
五
以
上

　
詳
細
は
、
市
役
所
開
発
課
（
奮
七

ー
三
二
一
番
内
線
二
二
八
）
へ
。
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「
地
区
の
生
活
環
境
を
み
ん
な
で
話
し
あ
い
、
改
善
し
、
連
帯

意
識
を
養
い
な
が
ら
明
る
く
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
村
づ
く
り
を

し
よ
う
」
と
、
十
一
日
東
下
組
村
づ
く
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
．

こ
の
大
会
は
、
三
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
手
づ
く
り
村
整
備

事
業
の
盛
果
報
告
を
兼
ね
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
生
活
環
境
整
備

組
合
長
の
水
落
之
夫
さ
ん
は
「
こ
の
村
づ
く
り
運
動
を
と
お
し
て
、

若
者
た
ち
が
明
日
に
夢
を
つ
な
げ
る
村
づ
く
り
を
し
た
い
。
こ
の

大
会
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

言
葉
の
と
お
り
大
会
に
は
老
若
男
女
二
百
余
人
が
参
加
し
、
と
り

わ
け
、
こ
の
種
の
大
会
に
は
背
を
向
け
が
ち
な
青
年
の
姿
が
多
く

み
ら
れ
、
地
区
民
が
一
丸
と
な
っ
た
運
動
の
成
果
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
各
層
か
ら
八
人
が
村
づ
く
り
の
提
言
を
行
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
村
の
発
展
策
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
．

東
下
組
の
し
ょ
う
来

　
　
東
下
組
小
五
年

　
　
　
　
　
　
山
田
紀
子

　
こ
の
地
い
き
は
、
自
然
に
か
こ
ま

れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
く

あ
た
た
か
み
の
あ
る
所
な
の
で
、
私

は
、
こ
の
地
い
き
が
大
好
き
で
す
。

　
で
も
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

冬
の
出
か
せ
ぎ
の
こ
と
で
す
。
た
く

さ
ん
雪
が
ふ
る
の
に
一
番
た
よ
り
に

な
る
人
が
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
う
の

で
心
細
い
ん
で
す
。
私
は
冬
が
大
き

ら
い
で
す
。
道
路
が
ほ
そ
う
さ
れ
、
無

雪
に
な
り
、
冬
お
父
さ
ん
た
ち
が
働
く

場
所
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
し
ょ
う
来
保
母
さ
ん
に
な

っ
て
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
村
を
良
く
し
よ
う

　
　
　
　
東
下
組
分
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
博
文

　
今
、
東
下
組
で
一
番
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
過
疎
が
進
ん
だ
こ
と
で

す
。
こ
れ
以
上
過
疎
化
が
進
ん
で
は

未
来
の
東
下
組
が

と
て
も
心
配
に
な

り
ま
す
。
過
疎
化

対
策
の
第
一
は
ま

ず
道
路
で
す
。
そ

れ
と
、
無
医
村
や

上
下
水
道
の
問
題

も
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
絶
対
に
な

く
し
て
は
な
ら
な

い
の
が
東
下
組
で
守
り
育
て
て
き
た

文
化
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
私
た
ち
が
こ
の
東
下
組

を
見
捨
て
な
い
こ
と
で
す
．
特
に
、

若
者
が
村
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

月
に
一
日
自
由
に
で
き
る
日
を

　
　
　
　
漉
野
水
落
安
子

　
私
は
、
十
五
年
間
六
キ
ロ
の
道
の

り
を
通
勤
し
て
い
た
が
、
家
庭
と
職

場
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
両
方
中
途

半
端
に
し
て
し
ま
う
と
思
い
勤
め
を

や
め
た
。
村
の
中
に
主
婦
達
の
働
け

る
場
所
が
欲
し
い
。
主
婦
だ
け
で
な

く
皆
ん
な
が
働
け
る
場
が
欲
し
い
。

子
供
た
ち
の
“
出
稼
ぎ
は
や
め
て
欲

し
い
”
と
い
う
叫
び
を
聞
い
た
ら
、

　
　
　
　
覇
欝

　
　
　
　
籔
懸
叢
療

　
　
　
　
．
幾
騰
嵯
隷
礎

　
　
　
　
　
泌
鷲
撫
灘
織

　
　
　
　
懸
織
瀧
逡

　
　
　
　
　
織
羅
義
蟻
毒

　
　
　
　
　
難
　
爺
　
　
嚇
　
雛
’
鐙

　
　
　
　
　
　
姦
　
　
懸

　
　
　
　
熱
藤

大
人
達
は
黙
っ
て
下
を
向
い
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。
主
婦
が

新
し
い
事
を
始
め
る
の
は
、
家
族
へ
の

負
担
な
ど
を
考
え
大
変
勇
気
が
い
る

が
時
間
の
工
夫
を
し
て
実
行
し
た
い
。

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

　
　
　
　
願
入
水
落
巻
治

　
昭
和
三
十
六
年
に
、
出
稼
ぎ
を
し

な
い
で
年
間
平
均
し
た
仕
事
が
で
き

る
と
思
い
牛
を
飼
い
は
じ
め
た
。
冬

期
間
の
出
荷
問
題
を
考
え
養
豚
や
酪

農
で
は
な
く
肥
育
牛
に
取
組
み
、
一

人
で
は
何
も
で
き
な
い
の
で
仲
間
づ

く
り
に
つ
と
め
た
。
こ
れ
か
ら
の
問

題
は
、
安
い
時
期
に
出
荷
し
な
く
て

も
良
い
よ
う
に
冬
期
間
の
交
通
確
保
、

畜
舎
増
改
築
に
伴
う
資
金
援
助
、
繁

殖
に
力
を
入
れ
た
一
環
経
営
で
あ
る
。
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県
下
で
は
最
近
事
故
の
多
発
と
と

も
に
死
傷
事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
四

日
ま
で
の
一
週
間
連
日
発
生
し
、
十

一
、
↓
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
る
と
、
降
雪
の
時
期
と
年
末

を
控
え
、
最
悪
の
事
態
と
な
る
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
警

察
署
管
内
で
も
十
一
月
十
一
日
に
川

西
町
で
高
校
生
の
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
幸
い
死

亡
者
は
昨
年
の
三
名
が
本
年
は
一
名

と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
件
数

⊥
父
通
安
全
李
黛

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
事
故

の
内
容
を
み
て
み
る
と
本
年
の
特
徴

は
二
輪
車
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
も
原
付
二
輪
の
事

故
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
十
月
末
ま
で

の
事
故
件
数
九
十
九
件
の
う
ち
五
十

一
件
ま
で
が
二
輪
車
の
関
係
し
た
事

故
で
、
市
内
の
死
亡
事
故
一
人
も
原

付
運
転
中
の
も
の
で
す
。
特
に
、
高

校
生
の
死
傷
者
数
が
昨
年
の
八
人
か

ら
十
八
人
と
激
増
し
、
女
性
に
ょ
る

原
付
二
輪
車
に
関
係
し
た
事
故
も
五

件
か
ら
十
二
件
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

“明るい家庭づくりを”
　　　　　　　一市婦人会研修会一

　11月8日、市民会館ホールで国際児童年

にちなみ「明るい家庭づく1）」をテーマに

婦人会研修会が開かれました。こσ）目・会

員の尾身悦子さん（吉田）、　大熊静子さん

（中条）、　大渕民さん（下条）が明るい

家庭づくりび）実践発表をし、深い感動をよ

んでいました。

　ツ

塗ぐ

　
道
路
別
で
み
て
み
る
と
、
国
道
で

の
事
故
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
逆

に
県
道
と
市
道
で
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
室
島
十
日
町
線
、
中
条

田
川
線
、
川
治
昭
和
町
線
、
本
町
西

線
で
多
発
し
て
い
ま
す
．
交
通
弱
者

の
老
人
、
子
ど
も
の
件
数
は
減
少
し

て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

お
互
い
に
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
一
層
の
注
意

を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
講
演
会
開
催

　
魚
沼
青
年
農
業
士
会
と
十
日
町
エ

ネ
ル
ギ
i
懇
談
会
で
は
暮
ら
し
の
中

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
皆
ん
な
で

考
え
て
み
よ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

石
油
消
費
五
％
節
減
の
徹
底
を

　
　
　
　
　
　
　
県
消
費
生
活
推
進
改
善
員
佐
藤
蔦
子

　
世
を
あ
げ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
さ

け
ば
れ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
が
、
私

は
さ
き
ご
ろ
長
岡
で
行
わ
れ
た
石
油

関
係
業
界
と
消
費
者
代
表
等
の
懇
談

会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
石
油
情
勢
は
楽
観
を
許
さ

な
い
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
私
達
、

消
費
者
に
し
て
も
冬
に
向
い
灯
油
の

不
足
と
値
上
り
は
一
層
関
心
の
深
い

問
題
で
す
。
業
界
側
の
説
明
に
よ
る

と
下
半
期
の
産
油
国
の
生
産
見
通
し

は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
今
年
も

昨
年
並
の
暖
冬
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ

が
、
寒
波
に
み
ま
わ
れ
た
場
合
は
供

給
に
努
力
は
す
る
が
品
不
足
は
さ
け

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
灯
油
の
価
格
に
し
て
も
、
今
ま
で

石
油
元
売
各
社
は
五
次
に
わ
た
っ
て

価
格
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
そ
の
つ

ど
小
売
価
格
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
値

上
げ
が
続
き
、
十
日
町
で
も
一
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
六
月
四
十
八
円
、
七
月

五
十
三
円
、
八
月
五
十
五
円
、
九
月

六
十
円
と
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
上
り
主

婦
に
と
っ
。
て
頭
の
痛
い
毎
日
で
す
。

そ
こ
で
節
約
に
目
が
向
く
の
は
当
然

の
こ
と
で
、
こ
の
冬
の
品
不
足
を
乗

り
き
る
た
め
に
も
、
石
油
消
費
五
智

節
減
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
、
暖
房
の
室
温
を
一
度

下
げ
る
。
風
呂
の
わ
か
し
す
ぎ
に
注

意
す
る
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
づ
つ
の

節
約
で
も
こ
れ
が
全
世
帯
に
な
る
と

莫
大
な
量
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
消

費
者
も
消
費
の
あ
り
方
を
工
夫
し
、

灯
油
の
無
駄
使
い
を
な
く
す
努
力
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
小
売
店
で

も
売
り
惜
し
み
や
便
乗
値
上
げ
な
ど

の
起
こ
ら
な
い
よ
う
今
後
と
も
価
格

と
供
給
の
安
定
を
切
に
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
町
一
）

日
時

演会
題場

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

　
　
午
後
一
時
半
～

市
農
協
本
所
ホ
ー
ル

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
食
糧

　
　
　
　
　
を
考
え
る
」

講
師
　
時
事
通
信
社
解
説
委
員

　
　
　
　
　
森
永
和
彦
氏

　
※
　
入
場
無
料
で
す
。
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「
地
区
の
生
活
環
境
を
み
ん
な
で
話
し
あ
い
、
改
善
し
、
連
帯

意
識
を
養
い
な
が
ら
明
る
く
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
村
づ
く
り
を

し
よ
う
」
と
、
十
一
日
東
下
組
村
づ
く
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
．

こ
の
大
会
は
、
三
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
手
づ
く
り
村
整
備

事
業
の
盛
果
報
告
を
兼
ね
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
生
活
環
境
整
備

組
合
長
の
水
落
之
夫
さ
ん
は
「
こ
の
村
づ
く
り
運
動
を
と
お
し
て
、

若
者
た
ち
が
明
日
に
夢
を
つ
な
げ
る
村
づ
く
り
を
し
た
い
。
こ
の

大
会
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

言
葉
の
と
お
り
大
会
に
は
老
若
男
女
二
百
余
人
が
参
加
し
、
と
り

わ
け
、
こ
の
種
の
大
会
に
は
背
を
向
け
が
ち
な
青
年
の
姿
が
多
く

み
ら
れ
、
地
区
民
が
一
丸
と
な
っ
た
運
動
の
成
果
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
各
層
か
ら
八
人
が
村
づ
く
り
の
提
言
を
行
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
村
の
発
展
策
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
．

東
下
組
の
し
ょ
う
来

　
　
東
下
組
小
五
年

　
　
　
　
　
　
山
田
紀
子

　
こ
の
地
い
き
は
、
自
然
に
か
こ
ま

れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
く

あ
た
た
か
み
の
あ
る
所
な
の
で
、
私

は
、
こ
の
地
い
き
が
大
好
き
で
す
。

　
で
も
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

冬
の
出
か
せ
ぎ
の
こ
と
で
す
。
た
く

さ
ん
雪
が
ふ
る
の
に
一
番
た
よ
り
に

な
る
人
が
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
う
の

で
心
細
い
ん
で
す
。
私
は
冬
が
大
き

ら
い
で
す
。
道
路
が
ほ
そ
う
さ
れ
、
無

雪
に
な
り
、
冬
お
父
さ
ん
た
ち
が
働
く

場
所
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
し
ょ
う
来
保
母
さ
ん
に
な

っ
て
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
村
を
良
く
し
よ
う

　
　
　
　
東
下
組
分
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
博
文

　
今
、
東
下
組
で
一
番
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
過
疎
が
進
ん
だ
こ
と
で

す
。
こ
れ
以
上
過
疎
化
が
進
ん
で
は

未
来
の
東
下
組
が

と
て
も
心
配
に
な

り
ま
す
。
過
疎
化

対
策
の
第
一
は
ま

ず
道
路
で
す
。
そ

れ
と
、
無
医
村
や

上
下
水
道
の
問
題

も
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
絶
対
に
な

く
し
て
は
な
ら
な

い
の
が
東
下
組
で
守
り
育
て
て
き
た

文
化
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
私
た
ち
が
こ
の
東
下
組

を
見
捨
て
な
い
こ
と
で
す
．
特
に
、

若
者
が
村
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

月
に
一
日
自
由
に
で
き
る
日
を

　
　
　
　
漉
野
水
落
安
子

　
私
は
、
十
五
年
間
六
キ
ロ
の
道
の

り
を
通
勤
し
て
い
た
が
、
家
庭
と
職

場
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
両
方
中
途

半
端
に
し
て
し
ま
う
と
思
い
勤
め
を

や
め
た
。
村
の
中
に
主
婦
達
の
働
け

る
場
所
が
欲
し
い
。
主
婦
だ
け
で
な

く
皆
ん
な
が
働
け
る
場
が
欲
し
い
。

子
供
た
ち
の
“
出
稼
ぎ
は
や
め
て
欲

し
い
”
と
い
う
叫
び
を
聞
い
た
ら
、

　
　
　
　
覇
欝

　
　
　
　
籔
懸
叢
療

　
　
　
　
．
幾
騰
嵯
隷
礎

　
　
　
　
　
泌
鷲
撫
灘
織

　
　
　
　
懸
織
瀧
逡

　
　
　
　
　
織
羅
義
蟻
毒

　
　
　
　
　
難
　
爺
　
　
嚇
　
雛
’
鐙

　
　
　
　
　
　
姦
　
　
懸

　
　
　
　
熱
藤

大
人
達
は
黙
っ
て
下
を
向
い
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。
主
婦
が

新
し
い
事
を
始
め
る
の
は
、
家
族
へ
の

負
担
な
ど
を
考
え
大
変
勇
気
が
い
る

が
時
間
の
工
夫
を
し
て
実
行
し
た
い
。

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

　
　
　
　
願
入
水
落
巻
治

　
昭
和
三
十
六
年
に
、
出
稼
ぎ
を
し

な
い
で
年
間
平
均
し
た
仕
事
が
で
き

る
と
思
い
牛
を
飼
い
は
じ
め
た
。
冬

期
間
の
出
荷
問
題
を
考
え
養
豚
や
酪

農
で
は
な
く
肥
育
牛
に
取
組
み
、
一

人
で
は
何
も
で
き
な
い
の
で
仲
間
づ

く
り
に
つ
と
め
た
。
こ
れ
か
ら
の
問

題
は
、
安
い
時
期
に
出
荷
し
な
く
て

も
良
い
よ
う
に
冬
期
間
の
交
通
確
保
、

畜
舎
増
改
築
に
伴
う
資
金
援
助
、
繁

殖
に
力
を
入
れ
た
一
環
経
営
で
あ
る
。
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県
下
で
は
最
近
事
故
の
多
発
と
と

も
に
死
傷
事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
四

日
ま
で
の
一
週
間
連
日
発
生
し
、
十

一
、
↓
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
る
と
、
降
雪
の
時
期
と
年
末

を
控
え
、
最
悪
の
事
態
と
な
る
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
警

察
署
管
内
で
も
十
一
月
十
一
日
に
川

西
町
で
高
校
生
の
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
幸
い
死

亡
者
は
昨
年
の
三
名
が
本
年
は
一
名

と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
件
数

⊥
父
通
安
全
李
黛

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
事
故

の
内
容
を
み
て
み
る
と
本
年
の
特
徴

は
二
輪
車
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
も
原
付
二
輪
の
事

故
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
十
月
末
ま
で

の
事
故
件
数
九
十
九
件
の
う
ち
五
十

一
件
ま
で
が
二
輪
車
の
関
係
し
た
事

故
で
、
市
内
の
死
亡
事
故
一
人
も
原

付
運
転
中
の
も
の
で
す
。
特
に
、
高

校
生
の
死
傷
者
数
が
昨
年
の
八
人
か

ら
十
八
人
と
激
増
し
、
女
性
に
ょ
る

原
付
二
輪
車
に
関
係
し
た
事
故
も
五

件
か
ら
十
二
件
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

“明るい家庭づくりを”
　　　　　　　一市婦人会研修会一

　11月8日、市民会館ホールで国際児童年

にちなみ「明るい家庭づく1）」をテーマに

婦人会研修会が開かれました。こσ）目・会

員の尾身悦子さん（吉田）、　大熊静子さん

（中条）、　大渕民さん（下条）が明るい

家庭づくりび）実践発表をし、深い感動をよ

んでいました。

　ツ

塗ぐ

　
道
路
別
で
み
て
み
る
と
、
国
道
で

の
事
故
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
逆

に
県
道
と
市
道
で
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
室
島
十
日
町
線
、
中
条

田
川
線
、
川
治
昭
和
町
線
、
本
町
西

線
で
多
発
し
て
い
ま
す
．
交
通
弱
者

の
老
人
、
子
ど
も
の
件
数
は
減
少
し

て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

お
互
い
に
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
一
層
の
注
意

を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
講
演
会
開
催

　
魚
沼
青
年
農
業
士
会
と
十
日
町
エ

ネ
ル
ギ
i
懇
談
会
で
は
暮
ら
し
の
中

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
皆
ん
な
で

考
え
て
み
よ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

石
油
消
費
五
％
節
減
の
徹
底
を

　
　
　
　
　
　
　
県
消
費
生
活
推
進
改
善
員
佐
藤
蔦
子

　
世
を
あ
げ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
さ

け
ば
れ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
が
、
私

は
さ
き
ご
ろ
長
岡
で
行
わ
れ
た
石
油

関
係
業
界
と
消
費
者
代
表
等
の
懇
談

会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
石
油
情
勢
は
楽
観
を
許
さ

な
い
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
私
達
、

消
費
者
に
し
て
も
冬
に
向
い
灯
油
の

不
足
と
値
上
り
は
一
層
関
心
の
深
い

問
題
で
す
。
業
界
側
の
説
明
に
よ
る

と
下
半
期
の
産
油
国
の
生
産
見
通
し

は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
今
年
も

昨
年
並
の
暖
冬
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ

が
、
寒
波
に
み
ま
わ
れ
た
場
合
は
供

給
に
努
力
は
す
る
が
品
不
足
は
さ
け

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
灯
油
の
価
格
に
し
て
も
、
今
ま
で

石
油
元
売
各
社
は
五
次
に
わ
た
っ
て

価
格
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
そ
の
つ

ど
小
売
価
格
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
値

上
げ
が
続
き
、
十
日
町
で
も
一
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
六
月
四
十
八
円
、
七
月

五
十
三
円
、
八
月
五
十
五
円
、
九
月

六
十
円
と
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
上
り
主

婦
に
と
っ
。
て
頭
の
痛
い
毎
日
で
す
。

そ
こ
で
節
約
に
目
が
向
く
の
は
当
然

の
こ
と
で
、
こ
の
冬
の
品
不
足
を
乗

り
き
る
た
め
に
も
、
石
油
消
費
五
智

節
減
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
、
暖
房
の
室
温
を
一
度

下
げ
る
。
風
呂
の
わ
か
し
す
ぎ
に
注

意
す
る
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
づ
つ
の

節
約
で
も
こ
れ
が
全
世
帯
に
な
る
と

莫
大
な
量
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
消

費
者
も
消
費
の
あ
り
方
を
工
夫
し
、

灯
油
の
無
駄
使
い
を
な
く
す
努
力
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
小
売
店
で

も
売
り
惜
し
み
や
便
乗
値
上
げ
な
ど

の
起
こ
ら
な
い
よ
う
今
後
と
も
価
格

と
供
給
の
安
定
を
切
に
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
町
一
）

日
時

演会
題場

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

　
　
午
後
一
時
半
～

市
農
協
本
所
ホ
ー
ル

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
食
糧

　
　
　
　
　
を
考
え
る
」

講
師
　
時
事
通
信
社
解
説
委
員

　
　
　
　
　
森
永
和
彦
氏

　
※
　
入
場
無
料
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
制
度
（
以
下
国
保
）

は
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健

康
の
保
持
増
進
を
は
か
り
、
相
互
扶

助
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
近
年
は
、
老
人
の
医
療
費
が
無
料

に
な
り
、
ま
た
新
薬
の
開
発
に
よ
る

医
療
の
高
度
化
や
高
額
療
養
費
支
給

制
度
等
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
医
療

費
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国

保
財
政
は
極
め
て
苦
し
く
、
や
む
を

え
ず
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
医
療
費

や
保
険
料
は
、
日
頃
か
ら
十
分
健
康

に
注
意
す
る
こ
と
で
節
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
市
民
の
み
な
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ρ

σ
　
“

の

ノ

／ジ
鮨
樫
翼

ら
国
保
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
保
険
給
付
の
内
容

◎
療
養
の
給
付

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
被
保
険
者

証
を
持
参
し
て
保
険
医
の
診
療
を
受

け
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
七
割

が
療
養
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

　
老
人
医
療
に
つ
い
て
も
、
七
割
と

一
部
負
担
金
（
三
割
分
）
が
三
万
九
千
円

を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て

国
保
で
負
担
し
ま
す
。

◎
高
額
療
養
費

　
同
月
内
に
一
つ
の
病
院
で
保
険
診

療
を
受
け
、
入
院
、
外
来
、
診
療
科

ご
と
に
三
万
九
千
円
以
上
の
一
部
負

担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
診
療
月

の
ニ
ヵ
月
後
に
三
万
九
千
円
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
払
戻
し
に
な
り
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
た
病
院
、
医
院
か
ら

提
出
さ
れ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
よ

り
計
算
し
、
該
当
者
に
通
知
を
だ
し

ま
す
。
こ
の
通
知
さ
れ
た
申
莚
嬰
盲
に
、

世
帯
主
、
氏
名
、
押
印
、
口
座
番
号

を
明
記
し
て
決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
療
養
費

　
保
険
診
療
で
あ
っ
て
も
、
医
療
費

の
全
額
を
被
保
険
者
が
支
払
っ
た
あ

と
、
保
健
課
へ
請
求
手
続
き
を
し
て

払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
急
病
等
で
保
険
を
扱
っ
て
い
な
い

病
院
や
医
院
で
診
療
を
受
け
た
時
や
、

旅
行
先
で
被
保
険
者
証
を
持
参
し
な

い
で
診
療
を
受
け
た
時
に
は
、
受
領

証
と
診
療
内
容
を
書
い
た
明
細
書
、

印
鑑
を
持
参
し
て
保
健
課
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
灸
等
、
コ
ル
セ

ッ
ト
を
作
っ
た
場
合
も
申
請
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
助
産
費

　
被
保
険
者
が
お
産
を
し
た
時
は
、

助
産
費
と
し
て
六
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
十
二
月
か
ら
八
万
円
）

◎
葬
祭
費

　
被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
時
は
、

葬
祭
を
行
う
人
に
二
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
十
二
月
か
ら
三
万
円
）

　
　
届
出
は
早
く

　
国
保
の
加
ス
脱
退
の
届
出
は
市
民

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
職
場
を
や
め
て
国
保
へ
加
入
す

瑠脚
盛、，7

〃

饗
貴
重
盗
医
僚
資
源

　
　
　
　
　
’

瞬謝　る
時
は
印
鑑
、

　
参
し
て
く
だ
さ

国保は皆んなのものです
乱受診だけは止めましょう

　
　
　
　
　
　
　
離
職
証
明
書
を
持

　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
●
職
場
で
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

　
た
時
は
、
す
ぐ
に
職
場
で
交
付
を

受
け
た
被
保
険
者
証
と
国
保
の
被

　
保
険
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
脱

　
退
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
受
診
中
の
か
た
は
、
新
し
い
被

　
保
険
者
証
を
医
院
に
持
参
し
て
、

　
保
険
の
変
っ
た
こ
と
を
届
け
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　
●
第
三
者
の
故
意
や
過
失
で
ケ
ガ

　
を
し
た
時
、
交
通
事
故
等
で
診
療

　
を
受
け
た
時
に
は
、
保
健
課
の
窓

　
口
へ
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
心
得

ω
診
療
を
受
け
る
時
は
、
必
ず
被
保

険
者
証
を
窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
診
療
時
間
に
注
意

　
か
ら
だ
の
様
子
が
お
か
し
い
時
に

は
、
時
間
内
に
診
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
時
間
外
、
深
夜
、
休
日
で
す
と

料
金
が
割
増
し
に
な
り
ま
す
し
医
師

も
迷
惑
し
、
国
保
も
不
必
要
な
割
増

料
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
．

⑥
重
復
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
慢
性
の
病
気
や
普
通
の
カ
ゼ
で
み

だ
り
に
転
々
と
医
師
を
変
え
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
か
か
っ
て
い
る
医

師
を
信
じ
て
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
保
　
険
　
料

　
保
険
料
は
前
年
の
所
得
、
資
産
、

家
族
の
人
数
、
世
帯
の
平
等
割
に
よ

り
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
保

に
加
入
し
た
月
か
ら
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
が
お
く
れ
て
も
、
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
時
、
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
て
き
た
時
か
ら
賦
課
さ

れ
ま
す
の
で
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
は
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十

月
、
十
二
月
二
月
の
六
期
で
す
。

鞘
蓬
霧
轟
急

　
綴
選
ご
鯵
観
絵
・
，
零
鰭
～
瞬
g

驚
蘭
の
濃
”
鷺
．
《
、
ぜ
瀦
濃
撲
叢
欝
あ
慧

め
、
，
霧
内
へ
め
・
聯
灘
通
餐
鞍
な
聯
ま

麹
繋
響
強
硬
・
繕
磯

勲
遂
濤
藤
捲
紳
、
認
雌
蕊
．

二
月
八
資
ま
で
（
終
β
）
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み
ん
な
で
注
意
し
よ
う
S
F
商
法

◆
S
F
商
法
と
は
◆

　
販
売
者
が
、
新
製
品
普
及
と
称
し

集
会
場
や
ホ
テ
ル
等
に
人
を
集
め
、

最
初
に
無
料
の
商
品
や
値
引
商
品
を

来
場
者
に
与
え
て
、
大
勢
の
人
達
を

閉
鎖
的
な
環
境
に
お
い
イ
＼
た
く
み

な
話
術
で
催
眠
状
態
に
し
て
、
雰
囲

気
の
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
売
り
込

も
う
と
す
る
商
品
を
展
示
し
て
、
商

品
説
明
を
行
い
、
高
価
な
商
品
を
衝

動
買
い
さ
せ
る
や
り
方
で
す
。

　
S
F
商
法
が
行
わ
れ
て
い
る
商
品

に
は
、
自
然
食
品
、
健
康
食
品
、
健

康
治
療
器
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
ベ
ッ

ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
S
F
商
法
で
は
、
店
舗
と
み
な
さ

れ
る
場
所
以
外
、
た
と
え
ば
半
日
と

か
一
日
だ
け
会
場
を
借
り
て
、
販
売

を
行
う
よ
う
な
場
合
は
「
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を
受
け

ま
す
。

◆
S
F
商
法
に
対
す
る
注
意
事
項
◆

①
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
判
断
す
る
．

②
会
場
の
雰
囲
気
に
酔
わ
な
い
．

③
販
売
す
る
人
が
「
ど
こ
の
会
社
」

の
「
だ
れ
か
」
を
確
か
め
て
お
く
．

④
不
備
や
不
良
箇
所
が
あ
っ
た
場
合

あ
と
に
な
っ
て
も
交
換
や
修
理
を
し

て
く
れ
る
か
ど
う
か
確
め
、
そ
の
連

絡
先
を
き
い
て
お
く
。

⑤
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
内
金

で
あ
っ
て
も
領
収
証
を
も
ら
う
．

⑥
契
約
書
等
に
は
安
易
に
印
を
押
さ

な
い
こ
と
。

⑦
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
、
契

約
を
し
た
日
を
含
め
て
四
日
間
で
す
．

こ
の
間
に
解
約
す
る
か
ど
う
か
、
冷

静
に
考
え
る
。

⑧
現
金
購
入
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
の
で
、
代
金

の
支
払
い
は
慎
重
に
す
る
．

（
新
潟
県
消
費
生
活
推
進
改
善
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
沢
澄
子
）

ま
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
土
地
の
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
土
利
の
利
用
規
制
で
、
昭
和
四
十

九
年
に
国
土
利
用
計
画
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
正
し
い
届

出
に
よ
っ
て
地
価
高
騰
の
抑
制
と
地

価
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
届
出

等
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
つ
ぎ
の
面
積
の

土
地
売
買
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
）
の
場
合

　
　
五
千
平
方
折
以
上

■
都
市
計
画
区
域
以
外
（
下
条
、
吉

田
、
水
沢
地
区
）
の
場
合

　
　
廓
万
平
方
材
以
上

　
前
記
の
土
地
売
買
の
契
約
を
す
る

場
合
、
契
約
す
る
前
に
、
市
長
を
経

由
し
て
、
県
知
事
に
届
出
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
市
開
発
課
管
理
係
（
8

七
⊥
三
二
番
内
線
二
二
八
）
へ
．

十
日
町
市
に
表
彰
状

　
十
日
町
市
は
、
自
衛
官
の
募
集
等

に
貢
献
し
た
た
め
陸
上
自
衛
隊
東
部

方
面
総
監
か
ら
、
ま
た
国
民
年
金
二

十
周
年
記
念
式
典
に
あ
た
り
厚
生
大

臣
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午後5時’卜～7時》卜 午後7時’卜～9時半

月 庭　　球 卓球・アーチェリー

火 籠球　・バ　ド 婦人バレー・排球

水 排球　・卓球 バド・サッカー

木 庭　　球 サッカー・バド

金 排球　・卓球 排球・籠球

土 野球　・排球 庭　　球
≧％笛9・六曜R　碧皐け：婦人一　　笛4六曜※第2水曜日後半は婦人会、第4水曜
　日後半は青年学級が使用します。

■冬期ジュニアテニス教室

期間　12月～4月末までび）毎週

　　　月曜目男子、木曜日女子

時間　午後5時半～7時半

会場　市民体育館

申込み　十日町実業高校高橋洋一教諭主

　　　で（当日でも可）

会費　1，000円

■バドミントン教室

期日　11月29目、12月6・13・20日

　　　1月17・24目、2月21・28目

時間　午後7時半～9時半

会場　市民体育館

参加者対象　…般、婦人、青年、中学生

　　　　　　（1、2年生）

詳細　庭野哲夫（饗7－3111）

1
市
農
業
委
員
会

市民体育館開放
　　（12月1日～4月30日）

冬
期
ご
み
収
集
に
つ
い
て
・

　
市
農
業
委
員
会
で
は
農
業
の
諸
問

題
を
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
う
た
め
、

相
談
員
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
の
こ
と
、
農
地
を
取

得
す
る
た
め
の
資
金
制
度
、
農
地
売

買
の
優
遇
制
度
等
の
紹
介
、
ま
た
出

稼
ぎ
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
か

か
え
て
い
る
農
家
、
農
業
者
の
か
た

は
、
つ
ぎ
の
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

〈
指
導
相
談
員
〉
　
佐
藤
誠
一
（
小

泉
）
　
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）

〈
出
稼
ぎ
相
談
員
〉
　
樋
口
策
衛

（
塩
野
）
　
鈴
木
武
（
大
石
）

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

　
　
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
福
祉
資
金
は
、
母
子
家
庭
の

経
済
的
自
立
、
生
活
意
欲
の
助
長
を

は
か
る
と
共
に
、
母
の
扶
養
す
る
児

童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
福
祉
資
金
の
種
類
は
、
事
業
開
始

（
継
続
）
　
技
能
習
得
、
就
職
支
度
、

療
養
、
生
活
、
住
宅
、
転
宅
、
修
学
、

就
学
支
度
、
修
業
、
結
婚
の
十
二
種

類
で
、
資
金
の
種
類
に
よ
り
貸
付
限

度
額
、
償
還
期
間
、
利
子
等
が
異
な

り
ま
す
。

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
資
金
の
貸

付
申
請
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
冬
期
間
の
ご
み
収
集
目
と
も
え
な
い
ご
み
の
埋
立
処
分
地
が
変
更
さ
・
れ
ま
す
。

詳
細
は
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
月
十
目
号
五
P
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
制
度
（
以
下
国
保
）

は
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健

康
の
保
持
増
進
を
は
か
り
、
相
互
扶

助
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
近
年
は
、
老
人
の
医
療
費
が
無
料

に
な
り
、
ま
た
新
薬
の
開
発
に
よ
る

医
療
の
高
度
化
や
高
額
療
養
費
支
給

制
度
等
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
医
療

費
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国

保
財
政
は
極
め
て
苦
し
く
、
や
む
を

え
ず
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
医
療
費

や
保
険
料
は
、
日
頃
か
ら
十
分
健
康

に
注
意
す
る
こ
と
で
節
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
市
民
の
み
な
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ρ

σ
　
“

の

ノ

／ジ
鮨
樫
翼

ら
国
保
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
保
険
給
付
の
内
容

◎
療
養
の
給
付

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
被
保
険
者

証
を
持
参
し
て
保
険
医
の
診
療
を
受

け
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
七
割

が
療
養
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

　
老
人
医
療
に
つ
い
て
も
、
七
割
と

一
部
負
担
金
（
三
割
分
）
が
三
万
九
千
円

を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て

国
保
で
負
担
し
ま
す
。

◎
高
額
療
養
費

　
同
月
内
に
一
つ
の
病
院
で
保
険
診

療
を
受
け
、
入
院
、
外
来
、
診
療
科

ご
と
に
三
万
九
千
円
以
上
の
一
部
負

担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
診
療
月

の
ニ
ヵ
月
後
に
三
万
九
千
円
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
払
戻
し
に
な
り
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
た
病
院
、
医
院
か
ら

提
出
さ
れ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
よ

り
計
算
し
、
該
当
者
に
通
知
を
だ
し

ま
す
。
こ
の
通
知
さ
れ
た
申
莚
嬰
盲
に
、

世
帯
主
、
氏
名
、
押
印
、
口
座
番
号

を
明
記
し
て
決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
療
養
費

　
保
険
診
療
で
あ
っ
て
も
、
医
療
費

の
全
額
を
被
保
険
者
が
支
払
っ
た
あ

と
、
保
健
課
へ
請
求
手
続
き
を
し
て

払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
急
病
等
で
保
険
を
扱
っ
て
い
な
い

病
院
や
医
院
で
診
療
を
受
け
た
時
や
、

旅
行
先
で
被
保
険
者
証
を
持
参
し
な

い
で
診
療
を
受
け
た
時
に
は
、
受
領

証
と
診
療
内
容
を
書
い
た
明
細
書
、

印
鑑
を
持
参
し
て
保
健
課
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
灸
等
、
コ
ル
セ

ッ
ト
を
作
っ
た
場
合
も
申
請
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
助
産
費

　
被
保
険
者
が
お
産
を
し
た
時
は
、

助
産
費
と
し
て
六
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
十
二
月
か
ら
八
万
円
）

◎
葬
祭
費

　
被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
時
は
、

葬
祭
を
行
う
人
に
二
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
十
二
月
か
ら
三
万
円
）

　
　
届
出
は
早
く

　
国
保
の
加
ス
脱
退
の
届
出
は
市
民

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
職
場
を
や
め
て
国
保
へ
加
入
す

瑠脚
盛、，7

〃

饗
貴
重
盗
医
僚
資
源

　
　
　
　
　
’

瞬謝　る
時
は
印
鑑
、

　
参
し
て
く
だ
さ

国保は皆んなのものです
乱受診だけは止めましょう

　
　
　
　
　
　
　
離
職
証
明
書
を
持

　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
●
職
場
で
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

　
た
時
は
、
す
ぐ
に
職
場
で
交
付
を

受
け
た
被
保
険
者
証
と
国
保
の
被

　
保
険
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
脱

　
退
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
受
診
中
の
か
た
は
、
新
し
い
被

　
保
険
者
証
を
医
院
に
持
参
し
て
、

　
保
険
の
変
っ
た
こ
と
を
届
け
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　
●
第
三
者
の
故
意
や
過
失
で
ケ
ガ

　
を
し
た
時
、
交
通
事
故
等
で
診
療

　
を
受
け
た
時
に
は
、
保
健
課
の
窓

　
口
へ
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
心
得

ω
診
療
を
受
け
る
時
は
、
必
ず
被
保

険
者
証
を
窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
診
療
時
間
に
注
意

　
か
ら
だ
の
様
子
が
お
か
し
い
時
に

は
、
時
間
内
に
診
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
時
間
外
、
深
夜
、
休
日
で
す
と

料
金
が
割
増
し
に
な
り
ま
す
し
医
師

も
迷
惑
し
、
国
保
も
不
必
要
な
割
増

料
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
．

⑥
重
復
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
慢
性
の
病
気
や
普
通
の
カ
ゼ
で
み

だ
り
に
転
々
と
医
師
を
変
え
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
か
か
っ
て
い
る
医

師
を
信
じ
て
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
保
　
険
　
料

　
保
険
料
は
前
年
の
所
得
、
資
産
、

家
族
の
人
数
、
世
帯
の
平
等
割
に
よ

り
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
保

に
加
入
し
た
月
か
ら
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
が
お
く
れ
て
も
、
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
時
、
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
て
き
た
時
か
ら
賦
課
さ

れ
ま
す
の
で
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
は
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十

月
、
十
二
月
二
月
の
六
期
で
す
。

鞘
蓬
霧
轟
急

　
綴
選
ご
鯵
観
絵
・
，
零
鰭
～
瞬
g

驚
蘭
の
濃
”
鷺
．
《
、
ぜ
瀦
濃
撲
叢
欝
あ
慧

め
、
，
霧
内
へ
め
・
聯
灘
通
餐
鞍
な
聯
ま

麹
繋
響
強
硬
・
繕
磯

勲
遂
濤
藤
捲
紳
、
認
雌
蕊
．

二
月
八
資
ま
で
（
終
β
）
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み
ん
な
で
注
意
し
よ
う
S
F
商
法

◆
S
F
商
法
と
は
◆

　
販
売
者
が
、
新
製
品
普
及
と
称
し

集
会
場
や
ホ
テ
ル
等
に
人
を
集
め
、

最
初
に
無
料
の
商
品
や
値
引
商
品
を

来
場
者
に
与
え
て
、
大
勢
の
人
達
を

閉
鎖
的
な
環
境
に
お
い
イ
＼
た
く
み

な
話
術
で
催
眠
状
態
に
し
て
、
雰
囲

気
の
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
売
り
込

も
う
と
す
る
商
品
を
展
示
し
て
、
商

品
説
明
を
行
い
、
高
価
な
商
品
を
衝

動
買
い
さ
せ
る
や
り
方
で
す
。

　
S
F
商
法
が
行
わ
れ
て
い
る
商
品

に
は
、
自
然
食
品
、
健
康
食
品
、
健

康
治
療
器
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
ベ
ッ

ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
S
F
商
法
で
は
、
店
舗
と
み
な
さ

れ
る
場
所
以
外
、
た
と
え
ば
半
日
と

か
一
日
だ
け
会
場
を
借
り
て
、
販
売

を
行
う
よ
う
な
場
合
は
「
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を
受
け

ま
す
。

◆
S
F
商
法
に
対
す
る
注
意
事
項
◆

①
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
判
断
す
る
．

②
会
場
の
雰
囲
気
に
酔
わ
な
い
．

③
販
売
す
る
人
が
「
ど
こ
の
会
社
」

の
「
だ
れ
か
」
を
確
か
め
て
お
く
．

④
不
備
や
不
良
箇
所
が
あ
っ
た
場
合

あ
と
に
な
っ
て
も
交
換
や
修
理
を
し

て
く
れ
る
か
ど
う
か
確
め
、
そ
の
連

絡
先
を
き
い
て
お
く
。

⑤
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
内
金

で
あ
っ
て
も
領
収
証
を
も
ら
う
．

⑥
契
約
書
等
に
は
安
易
に
印
を
押
さ

な
い
こ
と
。

⑦
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
、
契

約
を
し
た
日
を
含
め
て
四
日
間
で
す
．

こ
の
間
に
解
約
す
る
か
ど
う
か
、
冷

静
に
考
え
る
。

⑧
現
金
購
入
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
の
で
、
代
金

の
支
払
い
は
慎
重
に
す
る
．

（
新
潟
県
消
費
生
活
推
進
改
善
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
沢
澄
子
）

ま
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
土
地
の
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
土
利
の
利
用
規
制
で
、
昭
和
四
十

九
年
に
国
土
利
用
計
画
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
正
し
い
届

出
に
よ
っ
て
地
価
高
騰
の
抑
制
と
地

価
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
届
出

等
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
つ
ぎ
の
面
積
の

土
地
売
買
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
）
の
場
合

　
　
五
千
平
方
折
以
上

■
都
市
計
画
区
域
以
外
（
下
条
、
吉

田
、
水
沢
地
区
）
の
場
合

　
　
廓
万
平
方
材
以
上

　
前
記
の
土
地
売
買
の
契
約
を
す
る

場
合
、
契
約
す
る
前
に
、
市
長
を
経

由
し
て
、
県
知
事
に
届
出
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
市
開
発
課
管
理
係
（
8

七
⊥
三
二
番
内
線
二
二
八
）
へ
．

十
日
町
市
に
表
彰
状

　
十
日
町
市
は
、
自
衛
官
の
募
集
等

に
貢
献
し
た
た
め
陸
上
自
衛
隊
東
部

方
面
総
監
か
ら
、
ま
た
国
民
年
金
二

十
周
年
記
念
式
典
に
あ
た
り
厚
生
大

臣
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午後5時’卜～7時》卜 午後7時’卜～9時半

月 庭　　球 卓球・アーチェリー

火 籠球　・バ　ド 婦人バレー・排球

水 排球　・卓球 バド・サッカー

木 庭　　球 サッカー・バド

金 排球　・卓球 排球・籠球

土 野球　・排球 庭　　球
≧％笛9・六曜R　碧皐け：婦人一　　笛4六曜※第2水曜日後半は婦人会、第4水曜
　日後半は青年学級が使用します。

■冬期ジュニアテニス教室

期間　12月～4月末までび）毎週

　　　月曜目男子、木曜日女子

時間　午後5時半～7時半

会場　市民体育館

申込み　十日町実業高校高橋洋一教諭主

　　　で（当日でも可）

会費　1，000円

■バドミントン教室

期日　11月29目、12月6・13・20日

　　　1月17・24目、2月21・28目

時間　午後7時半～9時半

会場　市民体育館

参加者対象　…般、婦人、青年、中学生

　　　　　　（1、2年生）

詳細　庭野哲夫（饗7－3111）

1
市
農
業
委
員
会

市民体育館開放
　　（12月1日～4月30日）

冬
期
ご
み
収
集
に
つ
い
て
・

　
市
農
業
委
員
会
で
は
農
業
の
諸
問

題
を
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
う
た
め
、

相
談
員
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
の
こ
と
、
農
地
を
取

得
す
る
た
め
の
資
金
制
度
、
農
地
売

買
の
優
遇
制
度
等
の
紹
介
、
ま
た
出

稼
ぎ
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
か

か
え
て
い
る
農
家
、
農
業
者
の
か
た

は
、
つ
ぎ
の
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

〈
指
導
相
談
員
〉
　
佐
藤
誠
一
（
小

泉
）
　
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）

〈
出
稼
ぎ
相
談
員
〉
　
樋
口
策
衛

（
塩
野
）
　
鈴
木
武
（
大
石
）

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

　
　
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
福
祉
資
金
は
、
母
子
家
庭
の

経
済
的
自
立
、
生
活
意
欲
の
助
長
を

は
か
る
と
共
に
、
母
の
扶
養
す
る
児

童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
福
祉
資
金
の
種
類
は
、
事
業
開
始

（
継
続
）
　
技
能
習
得
、
就
職
支
度
、

療
養
、
生
活
、
住
宅
、
転
宅
、
修
学
、

就
学
支
度
、
修
業
、
結
婚
の
十
二
種

類
で
、
資
金
の
種
類
に
よ
り
貸
付
限

度
額
、
償
還
期
間
、
利
子
等
が
異
な

り
ま
す
。

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
資
金
の
貸

付
申
請
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
冬
期
間
の
ご
み
収
集
目
と
も
え
な
い
ご
み
の
埋
立
処
分
地
が
変
更
さ
・
れ
ま
す
。

詳
細
は
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
月
十
目
号
五
P
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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ゆずり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
者
協
会
よ
り
お
願
い

　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
イ
、
く
だ
さ

い
が
始
ま
っ
て
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
七
十
三
件
の
交
換
が
成

立
し
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
イ
、
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
よ
り
つ
ぎ
の

点
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

00

毎
月
十
五
目
が
締
切
り
で
、
多
、
の
月

　
　
◆
1
1
月
1
5
旦
ま
で
の
受
付
分

の
市
報
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

ω
市
報
に
三
回
掲
載
後
、
申
込
み
の

な
い
も
，
の
は
打
ち
切
0
に
し
ま
す
．

個
動
物
（
ペ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は
、

取
扱
か
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
後
変
更
の
あ
っ

た
場
合
は
事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
．

（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

A
D
C
ア
ー
キ
ュ
ト
ラ
ッ
ク

ニ
○
O
O
プ
レ
イ
ヤ
ー

　
中
古

（
外
国
製
）

相
談
で

石
油
ス
ト
ー
ブ

（
サ
ロ
ン
ヒ
ー
タ
ー
）

中
古

相
談
で

・
ー
イ
ン
グ
マ
シ
ン

（
美
容
器
具
）

中
　
古

一
万
八
千
円

～
二
万
円

除
　
　
湿
　
器

〃

相
談
で

サ
ン
ヨ
ー
カ
セ
ッ
ト

カ
ー
ス
テ
レ
オ

〃

相
談
で

水
中
ポ
ン
プ

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

（
四
台
有
）

〃

相
談
で

ホ
ン
タ
Z
G
S
S

最
後
期
型
又
は

、
ン
ダ
Z
　
　
　
L

〃

三
十
万
円

～
四
＋
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

（
サ
ー
ク
ル
V

〃

五
千
円

自
　
転
　
車

（
小
四
～
五
年
男
）

〃

　
　
4

相
談
で

■血液性化学検査の結果について

　4月～9月の献血分までが保健課に届
いています．希望者は献血手帳を持参し

て保健課までおいでください。

明日といわず今献血しましょケ

博単物㏄館）（友）（の）（会X学咲習矢会

雪
と
闘
う
1
除
雪
は

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
ー

　
目
本
積
雪
連
合
嘱
託
。

業
技
術
大
学
校
講
師
。

愚子△

云
ム
吾
貝
。

雪
に
関
す
る
著
書
多
数
。

博
物
館
資
料
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
日
時
　
十
二
月
八
日
出

　
　
　
　
午
後
一
時
半
よ
り

■
会
場
　
博
物
館
集
会
室

■
内
容
　
除
雪
の
技
術
・
雪

と
生
活
な
ど
、
本
格
的
な
冬

を
ひ
か
え
た
市
民
に
身
近
な

問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

■
講
師
紹
介
　
新
宮
璋
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
民
俗

　
　
日
本
雪
氷
学
会
会
員
。

　
富
井
賢
一
郎
（
背
戸
）
田
川
リ
ン

（
田
中
町
東
）
保
坂
祐
次
（
新
座
）

山
内
蓮
子
（
本
町
三
）
庭
野
洋
（
稲

荷
町
二
）
酒
井
謙
二
（
西
浦
町
東
）

村
山
信
正
（
大
石
）
小
林
善
吉
（
泉

町
）
赤
沢
計
真
（
新
潟
市
）
林
明
男

（
塩
沢
町
）
伊
藤
寿
朗
（
横
浜
市
）

佐
藤
忠
重
（
湯
之
谷
村
）
尾
身
喜
知

（
鉢
）
新
潟
産
業
考
古
学
会
　
川
上

貞
雄
（
笹
神
村
）
星
野
元
一
（
ド
山
）

村
山
友
太
郎
（
稲
荷
町
一
）
田
村
康

栄
（
中
条
中
町
）
星
名
リ
ト
（
中
条

旭
町
）
滝
沢
キ
ヨ
（
本
町
一
）
樋
ロ

ヨ
キ
（
本
町
一
）
吉
原
ヨ
シ
（
本
町

六
～
二
）
尾
身
武
志
（
鉢
）
井
之
川

勝
一
（
中
里
村
）
根
津
マ
ス
（
本
町

』
一
）
庭
野
功
治
（
袋
町
東
）
小
川
彦

一
郎
（
五
軒
新
田
）
中
村
仁
一
郎
（
稲

荷
町
）
長
津
勇
次
（
高
田
町
五
）
関

口
昭
二
（
川
原
町
）
福
崎
一
市
（
田

麦
）
村
山
鈴
馬
（
為
永
）
田
村
喜
一

郎
（
樽
沢
）
富
井
清
道
（
六
箇
山

谷
）
春
日
正
二
（
田
川
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
h
敬
称
略
貸

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
五
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
吉
田
山
谷
の
一
部
、
稲

葉
の
一
部
　
▼
十
二
月
十
三
日
困

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
新
宮

労
働
金
庫
が

　
収
納
代
理
金
融
機
関
に

　
十
二
月
一
日
よ
り
、
労
働
金
庫
十

日
町
支
店
が
市
の
収
納
代
理
金
融
機

関
に
指
定
さ
れ
、
市
税
等
市
の
公
金

の
収
納
事
務
を
取
扱
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

㎜
認
月
の
休
臼
救
急
毯
・
皿

皿
2
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

一
9
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
－
）
　
…

一
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
皿

皿
1
6
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
皿

…
　
　
　
　
雪
2
の
2
1
7
4
番
㎜

…
2
3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

㎜
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
6
9
番
…

…
3
0
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
　
　
　
行
7
の
3
0
1
8
番
一

　
　
　
》

　
　
　
寺

　
　
　
日

　
　
　
3

　
　
　
後

程
　
午

日
困
静
ヤ

　
　
　
ロ

車
日
－
o
ド

血
縣
工

献
12
《
㈱

とき

ところ

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

留
年
8
月

生
れ
の
人

域全

はたかの月当該もて
く
い
な
さ
が
だ
知
く
通
で
人
い

■
個
お

　
●

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12

月
14
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
6
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

12
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
6
月

生
れ
の
人

育
児
相
談
12
月
2
0
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
6
月

～
8
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

今
月
の
納
税
…
…
市
民
税
第
四
期
、
掴
長
健
濠
保
険

料
第
五
期
：
・
…
納
期
限
12
月
2
5
日

　
年
末
で
す
。
未
納
と
な
っ
て
い
る
布
税
は
あ
鱗
蒙

　
、
せ
々
か
。
も
う
脚
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

◎◎

畿
離
撫
鶴
警
漉
濯
嬰
市
役
所
市
民
相
談
室

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O
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十
日
町
市
内
で
は
、
一
月
～
十
二

月
二
十
一
目
ま
で
に
建
物
部
分
焼
九

件
、
林
野
火
災
九
件
が
発
生
し
て
い

慧
　
　
　
　
、
漁

欝黙讃
躍
耀
灘

ま
す
が
、
幸
い
全
焼
・
半
焼
は
ま
だ

一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
れ
は
市
制

施
行
以
来
の
新
記
録
で
す
。

　
し
か
し
毎
年
、
年
末
年
始
は
火
気

を
多
く
使
う
上
、
気
忙
し
い
た
め
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
惨
事
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
で
衣
類
を
干
さ

な
い
。
ま
た
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま

な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば
や
、

昭和55年出初式のお知らせ
昭和55年出初式をつぎのとおり行います。

当目は早朝から警鐘を点打します。

水
　
　
　
　
沢

六
箇
下
条

中
条
山
地

中
条
平
場

四十
日日

町町
o　　　　●

吉川
田治

地
区
名

一
午月
前十
十七
時日
困

，一

午月
前四
十日
時囲

＿一

午月
前五
十日
時（ガ

＿　一

午月
前十
十三
時日
（日）

一
午月
前十
十六
時日
困

一
午月
前
六
十
日
時
㈲

期
目

水
沢
出
張
所

六
箇
小
学
校

下
条
地
区
公
民
館

克
雪
セ
ン
タ
7

中
条
島
公
民
館

市
民
会
館

会
場

上
か
ら
物
が
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い

た
な
の
下
な
ど
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か

な
い
。

②
部
屋
に
人
が
い
な
く
な
る
と
き
は

ス
ト
ー
ブ
を
消
す
。

③
油
鍋
を
火
に
か
け
た
ら
絶
対
に
そ

ば
を
離
れ
な
い
．

④
石
油
風
呂
は
時
々
掃
除
す
る
。

⑤
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
水
を
か
け

て
か
ら
捨
て
る
。

⑥
－
、
、
か
け
る
と
き
、
寝
る
と
き
は
ガ

ス
の
元
栓
を
し
め
、
電
気
コ
タ
ツ
の

コ
ー
ド
を
抜
く
．
ま
た
、
豆
炭
コ
タ

ツ
は
ふ
と
ん
を
ま
く
り
あ
げ
て
お
く
。

⑦
火
災
の
場
合
を
考
え
て
、
玄
関
以

外
に
避
難
口
を
確
保
し
て
お
く
．

市
営
住
宅

　
　
　
入
居
者
募
集

　
黒
沢
市
営
住
宅
（
第
二
種
）
一
戸

谷
内
丑
市
営
住
宅
（
第
二
種
）
六
戸

四
日
町
市
営
住
宅
（
第
二
種
）
一
戸

黒
沢
県
営
住
宅
（
第
一
種
）
三
戸
の

空
家
が
あ
り
ま
す
。

　
資
格
は
、
単
身
者
を
除
き
市
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
り
、
条
例

で
定
め
る
基
準
の
収
入
の
あ
る
人
で

す
。
　
入
居
希
望
の
か
た
、
市
営
住
宅
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
（
8
七
⊥
二
一
一
一
番

内
線
二
一
五
〉
へ
。

⑦
毒
美
術
展
即
売
会
盛
況

　十日町美術協会（阿部正明会長）では、

チャリティ美術展即売会を12月15・16日

に市民会館で開催、2日間で約1，000人が

訪ずれました。この催しは、会員の油絵、

版画など約30点と、市内の知名人の色紙

100点などを即売し、売上金を歳末助け合

いに役立てようというもので、2日間の売

上げかド）諸経費を引いて108，461円を市に

寄付しました。


